社団法人　千葉県社会福祉士会

平成２１年度第４回理事会議事録

1、 開催日時　平成２１年９月２６日（土）
2、 場所　千葉県社会福祉センター4階

3、 出席者　会長　山﨑
　　　　　　副会長　目黒、神山
　　　　　　事務局長　岡本
事務局次長　稲永

　　　　　　会員理事　久保田、小倉、鈴木、吉田、五十嵐、染野、北
　　　　　　会員外理事　笠原
　　　　　　代議員　出羽

委任状提出理事　　林、岸、長谷川
欠席　会員外理事：石川

欠席代議員　鳥羽田、篠田、須田　欠席監事：君和田、稲葉
4、 議題
　（１）報告事項に対する質疑

　（２）議事(案)

　　　　1.委員会体制について

　　　　2.組織強化について

　　　　3.平成22年度事業計画及び予算案の作成について

　（３）その他
5、 議事録
· 出席者及び資料の確認

岡本事務局長より定款３３条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。山﨑会長より挨拶、定款３２条に基づき、山崎会長が議長を務める。

　
○関東ブロック代議員報告
・現在の事業計画を実行するには、会員50％増をしなければいけないとい話があった。社会福祉士会員加入率5割を超えていかないと、きちんと社会に対してソーシャルアクションをしていくことは難しい。
・これまでの本部の流れと違ったのは、日本社会福祉士会も公益社団法人をめざすという話だった。理念としてはわかるが、どうやって実行するのかというのはまだ、詳細な説明はいただけていない。今後の詳細はそのつど報告できればと思う。

　　　

○関東ブロック連絡協議会報告
・このブロック会の会費が余ってしまい、今年度は徴収しないでおこうという話になった。
繰越金が100万ぐらいある。そういうこともあり、分担金というのを各支部から集めていたが、今年度に限り、集めないことになった。
・基盤研修の各支部の実施状況を確認している。だいたい6領域の２つをやるというところが多いが、千葉としても様子を見ながら並行していければと思う。
○委員会報告・・資料参照、追加報告がある場合、下記

1．研修委員会報告･･･染野氏より報告
・P7　JC教育研究所とのこと。問題作成の工程・日程の説明。19科目の問題作成については、基本的には社士会の受験対策の講師にお願いしていくが新しい方にもお願いしていく。この事業と同じで、直前対策模試の問題作成に関してはそことリンクしていこうと考えている。

【議事】
1．委員会体制について
外部評価委員会について
・習志野社協の評議員･･･三役で相談し理事の中から推薦

・外部評価委員会の委員長･･･3役に担当理事の決断権を預け、理事の中からお願いする
2．JCについて
・収入支出の予算書を簡単に作らせていただきたい。JC教育委員会のことが、実務的にもう動いているが、事業として予算計上していない。22年度の予算では事業として計上しなければいけないが、今年度は直前対策と抱き合わせの部分が一部あるので、総会で補正として監修の部分で審議していただくか、それとも直前対策と抱き合わせにしてしまって、直前対策の一部として事業を執行するか。
→現況の直前対策に当てはめて、根拠がきちんと示せれば、あえて補正予算を組まなくても大丈夫。22年度以降事業規模を拡大するとか事業の計画中に加えなければいけないものがあるならば、新しい事業として。

3．組織強化について
・P13　理事会にて基本的には会員加入率をあげて、組織体制の強化を図っていくという方針で一致。柱としては本部に対して要求していくことと、千葉県社会福祉士会としておこなっていくことの２つを検討している。承認いただければ年度内に開始していきたい。
→10月の理事会に本部要求事項を提案すると承認
4．H22年度事業計画予算案作成　資料参照
・ほかの事業を成り立たせるためにはという視点をもって予算要求をしてほしい。

　→承認
5．その他

○独立行政法人助成事業応募について　資料参照

・利用者の視点から介護サービス情報のデータを分析して活用方法を提案し、介護サービス情報公表の仕組みについて改善を提起していく。この事業で応募していいか。

→22年度実施に向けて応募することで承認
○訪問介護フォーラムの協賛について
・今回の中にどのような企画があって、そこの部分でどのようなことを担っているということが会の方針として合えば協力する。

以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　　板垣
